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第１ 調査の概要 
１ 調査の目的                                

この調査は、神奈川県における人工腎臓装置の保有状況や人工透析患者数等を把握し、

今後の腎疾患対策を検討するための基礎資料とすることや人工腎臓保有医療機関名簿を作

成することを目的として実施した。 

 

２ 調査の方法                            

この調査は、令和７年１０月１日時点で、県内で血液透析を実施している２７３施設に

対して調査票を送付し、Ｗｅｂ回答フォーム又は調査票へ回答を記入いただく方法により実

施した。 

 

第２ 調査結果の概要 

１ 調査票の回収状況                             

今回調査対象となる医療機関２７３施設のうち、２６６施設（９７．４％）から回答が

あった。内訳は、病院が１１７施設、診療所が１４９施設である。  

（表１） 調査対象医療機関の状況（施設数） 

区 分 調査対象医療機関 回答医療機関 比率 

病 院 １２３ １１７ ９５．１％ 

診療所 １５０ １４９ ９９．３％ 

合 計 ２７３ ２６６ ９７．４％ 
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２ 施設の対応状況等 

（１）慢性維持透析患者の通院・入院の受入状況 

回答医療機関のうち、慢性維持透析患者の通院が「あり」と回答した医療機関数

は２３７施設であり、慢性維持透析患者の入院が「あり」と回答した医療機関数は

１２４施設であった。 

（表２） 慢性維持透析患者の通院の受入（施設数） 

区 分 あり なし 合計 

病 院 ９０ ２７ １１７ 

診療所 １４７ ２ １４９ 

合 計 ２３７ ２９ ２６６ 

比 率 ８９．１％ １０．９％ １００％ 

 

（表３） 慢性維持透析患者の入院の受入（施設数） 

区 分 あり なし 合計 

病 院 １１４ ３ １１７ 

診療所 １０ １３９ １４９ 

合 計 １２４ １４２ ２６６ 

比 率 ４６．６％ ５３．４％ １００％ 

 

（２）夜間透析の実施状況 

回答医療機関のうち、夜間透析を実施していると回答した医療機関数は９０施設

であった。内訳は、病院が１５施設、診療所が７５施設である。 

（表４） 夜間透析の実施状況（施設数） 

区 分 実施 未実施 合計 

病 院 １５ １０２ １１７ 

診療所 ７５ ７４ １４９ 

合 計 ９０ １７６ ２６６ 

比 率 ３３．８％ ６６．２％ １００％ 
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（３）急性腎不全対応用設備の保有状況 

回答医療機関のうち、急性腎不全対応用設備を保有していると回答した医療機関数

は、病院が４８施設、診療所が１施設であった。 

（表５） 急性腎不全対応用設備の保有状況（施設数） 

区 分 あり なし 不明/回答無 合計 

病 院 ４８ ６８ １ １１７ 

診療所 １ １４７ １ １４９ 

合 計 ４９ ２１５ ２ ２６６ 

比 率 １８．４％ ８０．８％ ０．８％ １００％ 

 

（４）透析医療に使用できるベッド数の状況 

回答医療機関において、透析医療に使用できるベッド数は８，６１７床であり、内

訳は、病院に２，４７７床、診療所に６，１４０床である。 

また、ベッド所有数別に見ると、２１～３０床所有している施設が７０施設と最も

多かった。 

（表６） ２次医療圏ごとの透析医療に使用できるベッド総数（床数） 

区 分 横 浜 川崎北部 川崎南部 相模原 横須賀・三浦 

病 院 ７５２ １８７ １２０ ３４２ １９７ 

診療所 ２，４６６ ４３０ ４９５ ５２６ ５５５ 

合 計 ３，２１８ ６１７ ６１５ ８６８ ７５２ 

      

区 分 湘南東部 湘南西部 県 央 県 西 合 計 

病 院 ２４６ ２２９ ２７４ １３０ ２，４７７ 

診療所 ３０８ ４６７ ６９８ １９５ ６，１４０ 

合 計 ５５４ ６９６ ９７２ ３２５ ８，６１７ 
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（表７） 透析医療に使用できるベッド所有数の状況（施設数） 

区 分 １～１０床 １１～２０床 ２１～３０床 ３１～４０床 

病 院 ３１ ２８ ３６ １２ 

診療所 １ ２２ ３４ ３１ 

合 計 ３２ ５０ ７０ ４３ 

     

区 分 ４１～５０床 ５１床以上 ０床 合 計 

病 院 ３ ６ １ １１７ 

診療所 ３１ ３０ ０ １４９ 

合 計 ３４ ３６ １ ２６６ 

 

（５）患者送迎用車両等の保有台数 

回答医療機関のうち、患者送迎用車両等を保有していると回答した医療機関は１８

２施設であった。内訳は、病院が４８施設、診療所が１３４施設である。 

保有台数でみると、３台以上保有している施設が１３３施設と、最も多かった。 

（表８） 患者送迎用車両等の保有状況（施設数） 

区 分 保有あり 保有なし 合 計 

病 院 ４８ ６９ １１７ 

診療所 １３４ １５ １４９ 

合 計 １８２ ８４ ２６６ 

比 率 ６８．４％ ３１．６％ １００％ 

（表９） 患者送迎用車両等の保有台数内訳（施設数） 

区 分 １台保有 ２台保有 ３台以上保有 台数不明 合計 

病 院 ６ １２ ２９ １ ４８ 

診療所 １０ ２０ １０４ ０ １３４ 

合 計 １６ ３２ １３３ １ １８２ 
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３ 人工腎臓装置の保有状況                          

（１）装置別台数                               

令和７年１０月１日時点で、県内２６６の医療機関に２，３７３台の人工腎臓装置が

設置されている。 

なお、多人数用透析液供給装置に関して監視装置台数で集計した場合、他の装置を含

めた保有台数は、９，９３６台で、そのうち急性腎不全用・予備用等の理由により２３

４台が遊休状態であるため、稼働台数は９，７０２台（稼働率 ９７．６％）となって

おり、透析療法を実施する医療機関における血液透析装置を用いた同時透析可能台数は

８，５７９台となっている。  

（表 10） 人工腎臓装置の保有状況（台数） 

装 置 名 保有台数 遊休台数 稼動台数 稼動率 

血

液

透

析

装

置 

単身用透析装置(ａ) ６４３ ７５ ５６８ ８８．３％ 

多人数用透析液供給装置(ｂ) ５８２ ３５ ５４７ ９４．０％ 

監視装置(ｃ) ８，１４５ １３４ ８，０１１ ９８．４％ 

小計 
(ａ)＋(ｂ)＝(ｄ) １，２２５ １１０ １，１１５ ９１．０％ 

(ａ)＋(ｃ)＝(ｅ) ８，７８８ ２０９ ８，５７９ ９７．６％ 

そ
の
他
の
血
液
浄
化
装
置 

血液ろ過型装置 ９１９ １９ ９００ ９７．９％ 

血しょう交換装置（ろ過式） １４８ ６ １４２ ９５．９％ 

血しょう交換装置（遠心式） １２ ０ １２ １００％ 

吸着併用型装置 ５１ ０ ５１ １００％ 

その他の装置 １８ ０ １８ １００％ 

小計(ｆ) １，１４８ ２５ １，１２３ ９７．８％ 

合 計 
(ｄ)＋(ｆ) ２，３７３ １３５ ２，２３８ ９４．３％ 

(ｅ)＋(ｆ） ９，９３６ ２３４ ９，７０２ ９７．６％ 
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（２）稼働状況 

調査対象期間（一週間）における回転率でみた人工透析装置の稼働状況は次のとおり

となっている。 

（表 11） 人工腎臓装置の稼働状況（１台１日あたりの回転率） 

調査期間 回転率 算 式 

７日間 

（日曜を含む） 

 

１０４．３％ 

 

（延患者数） ６２，６３２人 

                     ×１００ 

（同時透析可能台数）８，５７９台×７日間 

６日間 

（日曜を除く） 
１２１．７％ 

（延患者数） ６２，６３２人 

                     ×１００ 

（同時透析可能台数）８，５７９台×６日間 

                    （調査対象期間：令和７年９月２５日～１０月１日）

  

（３）遊休状況 

回答医療機関のうち、８０施設で計２３４台の血液透析装置及びその他の血液浄化装

置が遊休状態であり、遊休理由の内訳は次のとおりとなっている。 

（表 12） 人工腎臓装置の遊休状況及び理由（台数） 

遊休理由 

区 分 
予備用 

急性 

腎不全用 

担当医・ 

従事者不足 

患者が 

いない 
その他 不 明 合 計 

血液透析

装 置 
７５ ２１ １ ８５ ２１ ６ ２０９ 

その他の

装 置 
４ １ ０ ２０ ０ ０ ２５ 

合 計 ７９ ２２ １ １０５ ２１ ６ ２３４ 
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４ 人工透析患者の状況 

（１）施設透析  

ア 一日の最大透析実施可能患者数 

回答医療機関２６６施設のうち、一日に受け入れられる最大透析実施患者数は、「３

０人～４９人」と回答した施設が６４施設と最も多く、延べ人数は１６，４３３人とな

っている。 

（表 13） 一日の最大血液透析実施可能患者数（施設数） 

区 分 不明 
10 人 

未満 
10～29 人 30～49 人 50～79 人 80～99 人 

100 人 

以上 

病 院 １ １３ ４０ ３４ ２０ ３ ６ 

診療所 ０ ８ ７ ３０ ３８ ２８ ３８ 

合 計 １ ２１ ４７ ６４ ５８ ３１ ４４ 

  

イ 患者数 

令和７年１０月１日時点で、回答医療機関２６６施設において血液透析を受けている

患者は２０，９７５人で、そのうち県内居住患者は２０，４６３人、県外居住患者は５

１２人である。 

県内居住患者を性別でみると、男性は１４，１３４人、女性は６，３２９人となって

いる。また、県内居住患者を入通院別でみると、入院１，７４４人、通院１８，７１９

人となっている。 

（表 14） 施設透析患者数（人数） 

区 分 
県内居住 県外居住 合   計 

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計 

入 院 1,118 626 1,744 85 35 120 1,203 661 1,864 

通 院 13,016 5,703 18,719 295 97 392 13,311 5,800 19,111 

合 計 14,134 6,329 20,463 380 132 512 14,514 6,461 20,975 

比 率 69.1% 30.9% 100% 74.2% 25.8% 100% 69.2% 30.8% 100% 

 

ウ 延患者数 

調査対象期間（一週間）における延患者数は６２，６３２人であった。これを入通院

別でみると、入院延患者数６，１６７人、通院延患者数５６，４６５人となっている。 

また、透析時間の昼夜間別でみると、昼間透析延患者数は５４，５８３人、夜間透析

患者数は８，０４９人となっている。 
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（表 15） 透析延患者数（人数） 

区 分 昼 間 夜 間 合 計 

入 院 ６，０７６ ９１ ６，１６７ 

通 院 ４８，５０７ ７，９５８ ５６，４６５ 

合 計 ５４，５８３ ８，０４９ ６２，６３２ 

比 率 ８７．１％ １２．９％ １００％ 

（調査対象期間：令和７年９月２５日～１０月１日） 

 

（２）家庭透析 

回答医療機関のうち、家庭透析（在宅血液透析）を実施している医療機関は１２施

設で、その患者数は県内居住患者が３４人、県外居住患者が６人、合計４０人であっ

た。 

（表 16） 家庭透析の実施状況（人数）                

区 分 
県内居住 県外居住 合   計 

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計 

病 院 １７ ６ ２３ １ １ ２ １８ ７ ２５ 

診療所 ９ ２ １１ ３ １ ４ １２ ３ １５ 

合 計 ２６ ８ ３４ ４ ２ ６ ３０ １０ ４０ 

 

（３）腹膜透析                                   

回答医療機関のうち、腹膜透析（ＰＤ：ＣＡＰＤ、ＡＰＤを含む。以下同じ。）を実

施している医療機関は６３施設で、その患者数は県内居住患者が６２５人、県外居住患

者が５８人、合計６８３人であった。また、各医療機関で使用する腹膜透析機器のメー

カーは（表 18）のとおりである。 

なお、腹膜透析を実施中の患者のうち、血液浄化（ＨＤ、ＨＤＦ）を併用している患者

数は県内居住患者が１７４人、県外居住患者が８人、合計１８２人であった。 

（表 17） 腹膜透析の実施状況（人数） 

区 分 
県内居住 県外居住 合  計 

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計 

病 院 ３９９ １８７ ５８６ ３５ ２３ ５８ ４３４ ２１０ ６４４ 

診 療 所 ２８ １１ ３９ ０ ０ ０ ２８ １１ ３９ 

合 計 ４２７ １９８ ６２５ ３５ ２３ ５８ ４６２ ２２１ ６８３ 
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（表 18） 使用機器メーカー名（台数）（複数回答、６３施設中） 

区 分 Baxter JMS テルモ プレゼニウス その他 合 計 

病  院 ３９ ２ ２０ １ ３ ６５ 

診療所 ８ ２ １０ ０ １ ２１ 

合 計 ４７ ４ ３０ １ ４ ８６ 

（表 19） 腹膜透析と血液浄化の併用状況（人数） 

区 分 
県内居住 県外居住 合  計 

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計 

病 院 １０３ ２８ １３１ ６ ２ ８ １０９ ３０ １３９ 

診 療 所 ３３ １０ ４３ ０ ０ ０ ３３ １０ ４３ 

合 計 １３６ ３８ １７４ ６ ２ ８ １４２ ４０ １８２ 

 

（４）人工透析患者数                              

施設透析、家庭透析、腹膜透析を合わせた人工透析患者総数は、県内居住者が２１，

１２２人、県外居住者が５７６人、合計２１，６９８人となっている。 

（表 20） 透析患者総数（人数） 

区  分 
県内居住 県外居住 合 計 

男 女 合 計 男 女 合 計 男 女 合 計 

施設透析 14,134 6,329 20,463 380 132 512 14,514 6,461 20,975 

家庭透析 26 8 34 4 2 6 30 10 40 

腹膜透析 427 198 625 35 23 58 462 221 683 

合  計 14,587 6,535 21,122 419 157 576 15,006 6,692 21,698 
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５ 感染症対策関連 

（１）隔離室 

回答医療機関のうち、隔離透析室（ＩＣＵは除く）の有無について、「あり」と回答

した施設は１１８施設、「なし」と回答した施設は１４８施設であった。 

（表 21） 隔離室の有無について（施設数） 

区 分 あり なし 未回答 合 計 

病 院 ６１ ５６ ０ １１７ 

診療所 ５７ ９２ ０ １４９ 

合 計 １１８ １４８ ０ ２６６ 

 

（２）ＩＣＵにおけるＣＨＤＦ対応の可否について 

回答医療機関のうち、ＩＣＵにおけるＣＨＤＦ対応の可否について、「可能」と回答

した施設は５８施設、「不可」と回答した施設は、２０７施設であった。 

（表 22） ＩＣＵにおけるＣＨＤＦ対応の可否について（施設数） 

区 分 可能 不可 未回答 合 計 

病 院 ５８ ５９ ０ １１７ 

診療所 ０ １４８ １ １４９ 

合 計 ５８ ２０７ １ ２６６ 

 

（３）感染症の導線分割について 

回答医療機関のうち、一般患者と感染症罹患患者の導線分割の可否について、「可能

」と回答した施設は１４７施設、「不可」と回答した施設は１１７施設であった。 

（表 23） 感染症罹患患者（施設数） 

区 分 可能 不可 未回答 合 計 

病 院 ７１ ４５ １ １１７ 

診療所 ７６ ７２ １ １４９ 

合 計 １４７ １１７ ２ ２６６ 
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６ 人工透析業務従事職員の状況  

県内で施設透析を受けている患者２０，９７５人（県外居住患者含む）に対して、透析

業務従事職員数は７，２３５人で、患者一人あたりの従事職員数は０．３４人となってい

る。 

（表 24） 透析業務従事職員数（人数） 

区 分 
医 師 看護師・准看護師 臨床工学技士 

病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 

専 任 222 196 418 664 1,146 1,810 372 718 1,090 

兼 任 277 409 686 183 91 274 604 161 765 

合 計 499 605 1,104 847 1,237 2,084 976 879 1,855 

 

区 分 
事務員 栄養士 臨床検査技士 

病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 

専 任 50 340 390 9 47 56 13 31 44 

兼 任 39 102 141 73 40 113 46 51 97 

合 計 89 442 531 82 87 169 59 82 141 

 

区 分 
その他技術員 その他 合 計 

病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 病院 診療所 合計 

専 任 15 105 120 73 1,009 1,082 1,418 3,592 5,010 

兼 任 29 69 98 10 41 51 1,261 964 2,225 

合 計 44 174 218 83 1,050 1,133 2,679 4,556 7,235 
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７ 緊急時、災害時対策の状況 

（１）緊急時、災害時対策の有無 

回答医療機関のうち、透析患者に救急を要する事態が院外で生じた場合を想定した

対応策の有無について、「あり」と回答した施設は２３８施設、「なし」と回答した

施設は２８施設であった。 

また、災害時の対策（給水停止・制限や停電などが生じた場合の対応等）の有無に

ついて、「あり」と回答した施設は２２９施設、「なし」と回答した施設は３７施設

であった。 

（表 25） 緊急時対策の状況（施設数） 

区 分 あり なし 合 計 

病 院 ９４ ２３ １１７ 

診療所 １４４ ５ １４９ 

合 計 ２３８ ２８ ２６６ 

比 率 ８９．５％ １０．５％ １００％ 

（表 26） 災害時対策の状況（施設数） 

区 分 あり なし 合 計 

病 院 １０２ １５ １１７ 

診療所 １２７ ２２ １４９ 

合 計 ２２９ ３７ ２６６ 

比 率 ８６．１％ １３．９％ １００％ 

 

（２）災害時における透析患者の受入可能状況 

大規模災害発生時に、透析患者の受入について「可能」と回答した施設は１８０施設、

「不可」と回答した施設は８６施設であった。 

（表 27） 災害時における透析患者受入体制の状況（施設数） 

区 分 受入可能 受入不可 合 計 

病 院 ７５ ４２ １１７ 

診療所 １０５ ４４ １４９ 

合 計 １８０ ８６ ２６６ 

比 率 ６７．７％ ３２．３％ １００％ 

 

 

 



人工腎臓保有状況等調査報告書（令和７年 10 月現在） 

- 13 - 

 

（表 28） 災害時における透析患者受入不可の理由（施設数、複数回答有） 

区 分 装置不足 スタッフ不足 その他 合計 

病 院 １４ ２１ １８ ５３ 

診療所 １１ ２２ ２５ ５８ 

合 計 ２５ ４３ ４３ １１１ 

 

（３）災害時に向けた平時の対策状況 

透析患者に救急を要する事態が院外で生じた場合を想定し、平時より行っている対

    策状況は次のとおりである。 

（表 29） 災害時に向けた平時の対策状況（施設数、複数回答有） 

区 分 
災害時対応マニュアル 災害時事業計画書（ＢＣＰ） 患者防災手引き 

全施設 透析用 なし 全施設 透析用 なし 全施設 透析用 なし 

病 院 ７９ ３３ ４ ８６ １４ １８ ４１ ４４ ３３ 

診療所 １８ ９９ ３３ ９ ５３ ８７ １０ ８５ ５４ 

合 計 ９７ １３２ ３７ ９５ ６７ １０５ ５１ １２９ ８７ 

比 率 36.5% 49.6% 13.9% 35.7% 25.2% 39.5% 19.2% 48.5% 32.7% 

 

区 分 
患者用透析カード 災害時アクションカード 

あり なし 未回答 全施設 透析用 なし 

病 院 ８１ ３６ ０ ４９ ４３ ２７ 

診療所 １４２ ７ １ ３２ ７７ ４０ 

合 計 ２２３ ４３ １ ８１ １２０ ６７ 

比 率 84.2% 16.2% 0.4% 30.6% 45.3% 25.3% 

 

区 分 

防災訓練等の実施 

全診療科向け 

（職員用） 

全診療科向け 

（患者用） 

透析治療用 

（職員用） 

透析治療用 

（患者用） 
なし 

病 院 １０９ １２ ５７ １７ ５ 

診療所 ５９ ２６ １１３ ６８ １６ 

合 計 １６８ ３８ １７０ ８５ ２１ 

比 率 63.4% 14.3% 64.2% 32.1% 7.9% 
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（４）器材、薬品等の備蓄状況 

器材、薬品等の備蓄状況については、器材（ダイアライザー回路等）、透析液、血液

透析に必要な薬品のいずれにおいても、６～１０日分を備蓄している施設が最も多かっ

た。 

（表 30） 器材（ダイアライザー回路等）の備蓄状況（施設数） 

区 分 ０日 １～３日 ４～５日 ６～１０日 １１～１５日 

病 院 １ ３２ ８ ５５ １８ 

診療所 ０ ３６ ９ ９２ １０ 

合 計 １ ６８ １７ １４７ ２８ 

      

区 分 １６～３０日 ３１日以上 不 明 合 計  

病 院 ３ ０ ０ １１７  

診療所 １ １ ０ １４９  

合 計 ４ １ ０ ２６６  

（表 31） 透析液の備蓄状況（施設数） 

区 分 ０日 １～３日 ４～５日 ６～１０日 １１～１５日 

病 院 ２ ３３ ８ ５５ １６ 

診療所 １ ３４ １３ ９２ ８ 

合 計 ３ ６７ ２１ １４７ ２４ 

      

区 分 １６～３０日 ３１日以上 不 明 合 計  

病 院 ３ ０ ０ １１７  

診療所 １ ０ ０ １４９  

合 計 ４ ０ ０ ２６６  

（表 32） 血液透析に必要な薬品の備蓄状況（施設数） 

区 分 ０日 １～３日 ４～５日 ６～１０日 １１～１５日 

病 院 ２ ３４ ８ ５３ １６ 

診療所 ０ ３９ ５ ９２ １１ 

合 計 ２ ７３ １３ １４５ ２７ 

      

区 分 １６～３０日 ３１日以上 不明 合 計  

病 院 ４ ０ ０ １１７  

診療所 ２ ０ ０ １４９  

合 計 ６ ０ ０ ２６６  
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（５）自家発電装置の設置状況 

自家発電装置の有無について、「あり」と回答した施設は１３５施設、「なし」と回

答した施設は１３１施設であった。 

「あり」と回答した施設のうち、設置している自家発電装置の用途について、「人工

透析用」と回答した施設は１５施設、「病院診療所全体用」と回答した施設は１１７施設

、「ビル共用」と回答した施設は３施設であった。 

設置台数でみると、「１台のみ」が８７施設、「複数台」が４８施設であり、自家発

電装置を動かすための燃料の備蓄状況については、備蓄「あり」とした施設が９９施設、

備蓄「なし」とした施設が３４施設となった。 

燃料の備蓄を「あり」と回答した施設のうち、その備蓄量について「１日～３日分」

と回答した施設が６４施設と最も多かった。 

（表 33） 自家発電装置の設置状況（施設数） 

区 分 あり なし 合計 

病 院 １０８ ９ １１７ 

診療所 ２７ １２２ １４９ 

合 計 １３５ １３１ ２６６ 

比 率 ５０．８％ ４９．２％ １００％ 

（表 34） 自家発電装置の用途（施設数） 

区 分 人工透析用 
病院診療所 

全体用 
ビル共用 未回答 合 計 

病 院 ８ ９９ １ ０ １０８ 

診療所 ７ １８ ２ ０ ２７ 

合 計 １５ １１７ ３ ０ １３５ 

（表 35） 自家発電装置の設置台数及び燃料備蓄状況（施設数） 

区分 
台  数 燃料備蓄 

１台 複数台 未回答 合 計 あり なし 未回答 合 計 

病 院 ６５ ４３ ０ １０８ ８４ ２３ １ １０８ 

診療所 ２２ ５ ０ ２７ １５ １１ １ ２７ 

合 計 ８７ ４８ ０ １３５ ９９ ３４ ２ １３５ 
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（表 36） 燃料補給なしでの最大稼働日数（日数） 

区分 1 日未満 
1 日以上 

２日未満 

２日以上 

３日未満 
３日以上 不明 合 計 

病 院 １ ２８ ４ ３６ ３９ １０８ 

診療所 ０ １４ ０ ３ １０ ２７ 

合 計 １ ４２ ４ ３９ ４９ １３５ 

（表 37） 自家発電装置の燃料備蓄状況（施設数） 

区 分 １日未満 １～３日 ４～５日 ６～10 日 11 日～ 不明 合計 

病 院 １ ５７ ２ ６ １ １７ ８４ 

診療所 ２ ７ ０ ０ ０ ６ １５ 

合 計 ３ ６４ ２ ６ １ ２３ ９９ 

 

（６）無停電電源装置の設置状況 

無停電電源装置の有無について、「あり」と回答した施設は８５施設、「なし」と回

答した施設は１８１施設であった。また、使用可能時間は３０分以下の施設が多かった。 

（表 38） 無停電電源装置の設置状況（施設数） 

区  分 あり なし 合 計 

病 院 ６４ ５３ １１７ 

診療所 ２１ １２８ １４９ 

合 計 ８５ １８１ ２６６ 

比 率 ３２．０％ ６８．０％ １００％ 

（表 39） 無停電電源装置の使用可能時間（施設数） 

区 分 不明 ～10 分 11～30 分 31～60 分 61 分～ 合 計 

病 院 ２２ ２０ １１ ６ ５ ６４ 

診療所 ５ ２ １２ １ １ ２１ 

合 計 ２７ ２２ ２３ ７ ６ ８５ 

 

（７）透析排水の中和装置の設置状況・平均使用水量・水源 

透析排水の中和装置の有無について、「あり」と回答した施設は１３７施設、「なし

」と回答した施設は１２９施設であった。平時において一日あたりに透析治療に使用す

る水量については、１０００㎥未満の施設が最も多く、病院が９７施設、診療所が１３

０施設、合計２２７施設であった。 

また、水源別にみると、水道水と井戸水を併用している施設が３４施設あった。 
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（表 40） 透析排水の中和装置（施設数） 

区 分 あり なし 合 計 

病 院 ７３ ４４ １１７ 

診療所 ６４ ８５ １４９ 

合 計 １３７ １２９ ２６６ 

比 率 ５１．５％ ４８．５％ １００％ 

（表 41） 一日あたりの平均使用水量（施設数） 

区 分 
～1000

㎥ 

1001～

3000 ㎥ 

3001～ 

5000㎥ 

5001～ 

7000㎥ 

7001㎥

～ 

不明・ 

未回答 
合 計 

病 院 ９７ ３ １ １ ２ １３ １１７ 

診療所 １３０ ３ １ ０ ２ １３ １４９ 

合 計 ２２７ ６ ２ １ ４ ２６ ２６６ 

（表 42） 施設の水源（施設数） 

区 分 水道水 井戸水 
水道水と 

井戸水 
その他 未回答 合 計 

病 院 ８２ １ ３３ １ ０ １１７ 

診療所 １４７ １ １ ０ ０ １４９ 

合 計 ２２９ ２ ３４ １ ０ ２６６ 

 

（８）貯水槽（受水槽）の設置状況 

貯水槽（受水槽）の設置状況について、「あり」と回答した施設は２３０施設、「な

し」と回答した施設は３６施設だった。「有」と回答した施設のうち、貯水槽（受水槽

）の用途について、「人工透析用」と回答した施設は３８施設、「病院診療所全体用」

と回答した施設は１４９施設、「ビル共用」と回答した施設は４４施設である。 

貯水槽(受水槽)の使用可能期間でみると、「１日未満」が９１施設と最も多く、平時

の貯留状況については、「十分貯留している」と回答した施設が１２７施設となった。 

（表 43） 貯水槽（受水槽）の設置状況（施設数） 

区 分 あり なし 未回答 合 計 

病 院 １１３ ４ ０ １１７ 

診療所 １１７ ３２ ０ １４９ 

合 計 ２３０ ３６ ０ ２６６ 

比 率 ８６．５％ １３．５％ ０．０％ １００％ 
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（表 44） 貯水糟（受水槽）の用途（施設数、複数回答有） 

区  分 
人工透析用 病院診療所 

全体用 

ビル共用 未回答 

病 院 ７ １０５ １ ０ 

診療所 ３１ ４４ ４３ ０ 

合 計 ３８ １４９ ４４ ０ 

（表 45） 貯水槽（受水槽）の台数（施設数） 

区  分 1 台 複数台 未回答 合 計 

病 院 ６２ ５１ ０ １１３ 

診療所 １０２ １５ ０ １１７ 

合 計 １６４ ６６ ０ ２３０ 

（表 46） 貯水槽の容量について（施設数） 

区 分 10ｔ以下 11～100 101～200 201～300 301 以上 
不明・ 

未回答 
合 計 

病 院 ７ ３６ ２０ １２ ８ ３０ １１３ 

診療所 ２３ ５１ ３ ０ ０ ４０ １１７ 

合 計 ３０ ８７ ２３ １２ ８ ７０ ２３０ 

（表 47） 貯水槽(受水槽)の使用可能期間(施設数) 

区 分 １日未満 
１日以上

２日未満 

２日以上

３日未満 

３日以上

４日未満 
４日以上 不明 合 計 

病 院 ３７ ２１ １０ ２０ ６ １９ １１３ 

診療所 ５４ ２８ ６ ３ ５ ２１ １１７ 

合 計 ９１ ４９ １６ ２３ １１ ４０ ２３０ 

（表 48） 貯水槽（受水槽）の貯留状況について（施設数） 

区 分 十分貯留 
十分では 

ない 
供給必要 状況不明 未回答 合 計 

病 院 ７２ ２９ ２ １０ ０ １１３ 

診療所 ５５ ３２ ７ ２３ ０ １１７ 

合 計 １２７ ６１ ９ ３３ ０ ２３０ 
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（９）施設の耐震状況 

透析施設の耐震基準について、現在の耐震基準を満たしていない施設は１２施設、現

在の耐震基準を満たしている施設は２２４施設であった。 

（表 49） 施設の耐震状況（施設数） 

区 分 

1981 年以前の

建築で旧基準

のまま 

1981 年以前の

建築だが耐震

補強処置済 

1981 年以降

の新基準 
不 明 合 計 

病 院 ８ １５ ９２ ２ １１７ 

診療所 ４ ５ １１２ ２８ １４８ 

合 計 １２ ２０ ２０４ ３０ ２６５ 

比 率 ４．５％ ７．５％ ７６．７％ １１．３％ １００％ 

 

（10）ＲＯ装置・透析液作成装置の固定状況 

ＲＯ装置・透析液作成装置の固定状況について、「固定している」と回答した施設が

１７７施設、「固定していない」と回答した施設が８４施設、固定していないが「免震

装置上にある」と回答した施設が５施設であった。 

（表 50） ＲＯ装置・透析液作成装置の固定状況（施設数） 

区 分 固定している 固定していない 免震装置上に有 合 計 

病 院 ７０ ４４ ３ １１７ 

診療所 １０７ ４０ ２ １４９ 

合 計 １７７ ８４ ５ ２６６ 

比 率 ６６．５％ ３１．６％ １．９％ １００％ 

 

（11）フレキシブルチューブの採用状況 

透析用給水配管にフレキシブルチューブを「採用している」と回答した施設は２３２

施設、「採用していない」と回答した施設は３４施設であった。 

（表 51） フレキシブルチューブの採用状況（施設数） 

区分 採 用 未採用 合 計 

病 院 １０１ １６ １１７ 

診療所 １３１ １８ １４８ 

合 計 ２３２ ３４ ２６５ 

比 率 ８７．２％ １２．８％ １００％ 
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（12）建物・電気設備への浸水対策状況 

建物への浸水対策について、「あり」と回答した施設は８４施設、「なし」と回答し

た施設は１８１施設だった。 

また、電気設備への浸水対策について、「あり」と回答した施設は８５施設、「なし」

と回答した施設は１８０施設だった。 

（表 52） 建物への浸水対策状況（施設数） 

区 分 あり なし 合 計 

病 院 ５５ ６２ １１７ 

診療所 ２９ １２０ １４９ 

合 計 ８４ １８２ ２６６ 

比 率 ３１．６％ ６８．４％ １００％ 

（表 53） 電気設備への浸水対策状況（施設数） 

区 分 あり なし 合 計 

病 院 ５４ ６３ １１７ 

診療所 ３１ １１８ １４９ 

合 計 ８５ １８１ ２６６ 

比 率 ３２．０％ ６８．０％ １００％ 
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